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電子出版講習会

MSMS--WordWordでの論文の書き方での論文の書き方

片桐　広明片桐　広明

!!HEACC2001HEACC2001での経験を基に説明しますでの経験を基に説明します

!!よくあるエラー、対処例を紹介しますよくあるエラー、対処例を紹介します

!!実演で使用する環境：実演で使用する環境：Windows2000 / Word 2000Windows2000 / Word 2000
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テンプレートのダウンロード

"" まず、会議のホームページからまず、会議のホームページから““Word Word テンテン
プレートプレート””をダウンロードしますをダウンロードします

"" 自分の環境に合ったファイルを選択してく自分の環境に合ったファイルを選択してく
ださいださい

##OSOS Windows / MacintoshWindows / Macintosh

##バージョンバージョン Word97 / Word2000Word97 / Word2000　　などなど

##用紙用紙 A4 / US letterA4 / US letter
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テンプレートの例

"" PAC2001PAC2001用用テンプレートテンプレート

##論文の書き方が説明されています論文の書き方が説明されています

##必ず目を通してください必ず目を通してください
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テンプレートの内容

"" あらかじめ書式が設定されていますあらかじめ書式が設定されています

余白

テキスト
スタイル

段組

6

テキストスタイルとは

"" 論文の部位ごとに、あらかじめテキストスタ論文の部位ごとに、あらかじめテキストスタ
イルが設定されていますイルが設定されています

"" フォント、サイズ、飾り付け、文章揃え、行間フォント、サイズ、飾り付け、文章揃え、行間

## PAPER TITLEPAPER TITLE
## SECTION HEADINGSECTION HEADING

## Subsection HeadingSubsection Heading

## 本文インデント本文インデント

テキストスタイル一覧
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テキストスタイルの例
"" ““SECTION HEADINGSECTION HEADING””が選択されていますが選択されています

## Times (Bold)Times (Bold) 、１２、１２ポイント、中央揃え、に設定ポイント、中央揃え、に設定

## 全て大文字に変換全て大文字に変換
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テキストスタイル（詳細設定）

“Section Heading”
のスタイル設定
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文章の入力

""失敗例失敗例

##““SECTION HEADINGSECTION HEADING””がが Bold Bold になっていになってい

ないない

##テキストのポイント数の間違いテキストのポイント数の間違い

""テンプレートに倣って入力していきますテンプレートに倣って入力していきます

""テキストスタイルを変更には、十分注意しテキストスタイルを変更には、十分注意し
て下さいて下さい
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スペルチェック

"" 失敗例失敗例

##タイトル、セクションヘディング中のスペタイトル、セクションヘディング中のスペ
ルミスルミス

$$ ““スペルチェックスペルチェック””ツールのツールの

　　[[すべて大文字の単語は無視するすべて大文字の単語は無視する]]

　をチェックしてあると、検出されません　をチェックしてあると、検出されません



6

11

ここまでのまとめ

"" 必ずテンプレートを基に作成する必ずテンプレートを基に作成する

##上書きを推奨上書きを推奨

"" むやみに書式設定を変更しないむやみに書式設定を変更しない
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ギリシャ文字、記号の入力

"" 失敗例（日本語のフォントになります）失敗例（日本語のフォントになります）

##日本語入力モードで、日本語入力モードで、

$$あるふぁあるふぁ[[変換変換] >] >αα

$$かけるかける[[変換変換] >] >××

"" ““αα”、“”、“ββ”、“”、“µµ”、“”、“××”、“”、“±±”、“”、“→→””
"" これらの文字にはこれらの文字には““SymbolSymbol””を使用しますを使用します
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ギリシャ文字の入力

"" アルファベットを入力後、フォントをアルファベットを入力後、フォントを““SymbolSymbol””
に変換しますに変換します

"" 変換例変換例

[[a] a] →→ [[αα]] [b] [b] →→ [[ββ] ] [m] [m] →→ [[µµ]]

[p] [p] →→ [[ππ]] [D] [D] →→ [[∆∆]] [S] [S] →→ [[ΣΣ]]
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ギリシャ文字の入力

""abcdefghijklmnopqrstuvwxyzabcdefghijklmnopqrstuvwxyz
"" αβχδεφγηιϕκλµνοπθρστυϖωξψζαβχδεφγηιϕκλµνοπθρστυϖωξψζ

"" ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ

"" ΑΒΧ∆ΕΦΓΗΙϑΚΛΜΝΟΠΘΡΣΤΥςΩΞΨΖΑΒΧ∆ΕΦΓΗΙϑΚΛΜΝΟΠΘΡΣΤΥςΩΞΨΖ
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記号、特殊文字の入力

"" キーボードから直接入力できない記号は、キーボードから直接入力できない記号は、
““挿入挿入””しますします

"" [[挿入挿入] > [] > [記号と特殊文字記号と特殊文字] ] でダイアログをでダイアログを
開き、開き、[[フォントフォント]]メニューのメニューの““SymbolSymbol””を選択を選択

しますします
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記号と特殊文字の入力
"" [[挿入挿入] > [] > [記号と特殊文字記号と特殊文字]]

"" ダブルクリックかダブルクリックか[[挿入挿入]]で入力できますで入力できます
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Macintosh の場合

"" アップルメニューのアップルメニューの [[キー配列キー配列] ] も使用できも使用でき
ますます

"" キーボードから直接入力できますキーボードから直接入力できます
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記号と特殊文字
"" Windows Windows では、では、 ““TrueTypeTrueType””フォントが使フォントが使
用される場合があります（ピンク色の部分）用される場合があります（ピンク色の部分）
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ここまでのまとめ

"" 記号には記号には““SymbolSymbol””を使用するを使用する

"" 日本語フォントが入らないように注意する日本語フォントが入らないように注意する
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数式の入力

"" 数式エディタで作成し、挿入するのが一般数式エディタで作成し、挿入するのが一般
的です的です

"" 数種類の数式エディタがあります数種類の数式エディタがあります

"" 日本語フォントが入らないように注意してく日本語フォントが入らないように注意してく
ださいださい
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数式エディタの種類

"" Word Word 標準の数式エディタ標準の数式エディタ

## Microsoft Equation EditorMicrosoft Equation Editor

$$ MathTypeMathTypeの簡易版ですの簡易版です

$$ Word Word をインストールする際にオプション指をインストールする際にオプション指
定する必要があります定する必要があります

## EQEQフィールドフィールド

$$特別なセットアップは不要、コマンド形式特別なセットアップは不要、コマンド形式

"" その他の数式エディタその他の数式エディタ

## MathType MathType （（Design ScienceDesign Science社）社）

$$簡易版からアップグレードが可能です簡易版からアップグレードが可能です

22

Microsoft 数式エディタ

"" [[挿入挿入] > [] > [オブジェクトオブジェクト] ] でで [[オブジェクトのオブジェクトの
挿入挿入] ] ダイアログを開き、ダイアログを開き、““Microsoft Microsoft 数式数式
3.03.0””を選択しますを選択します

"" [[編集編集] > [] > [数式オブジェクト数式オブジェクト] > [] > [開く開く] ] でウィでウィ
ンドウが開きますンドウが開きます
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Microsoft 数式エディタ
記号パレット

テンプレート
かっこ、分数、根号
和、積分、など

24

Microsoft 数式エディタ

実演
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Microsoft 数式エディタ

"" Windows Windows では、では、 ““Symbol (TrueType)Symbol (TrueType)””がが使使
用される場合があります用される場合があります

"" ““MT ExtraMT Extra”” が使用される記号がありますが使用される記号があります

##WindowsWindows TrueType (BuiltTrueType (Built--in)in)

##MacintoshMacintosh Type1 (BuiltType1 (Built--in)in)
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（参考）フォントの扱い

"" 基本的に使用可能なフォントは、基本的に使用可能なフォントは、““TimesTimes””
とと““SymbolSymbol（（Type1Type1））””だけですだけです

"" ““Symbol (TrueType)Symbol (TrueType)””、、 ““MT ExtraMT Extra””が入っが入っ
ているとていると

##Proceeding Office Proceeding Office の判断により、修正さの判断により、修正さ
れる場合がありますれる場合があります
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数式エディタ (Windows)

"" Symbol(TrueTypeSymbol(TrueType））が使用される例が使用される例

このタイプのカッコは
TrueTypeになります
以下の方法で回避できます

分数の表現を変更

直接“（”を入力後
サイズを変更
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数式エディタ (Windows)
"" 青青：：““Symbol (TrueType)Symbol (TrueType)””になるケースがありますになるケースがあります

"" 赤赤：は：は““MT ExtraMT Extra””になりますになります

関連演算記号 ≤≥pf<>≠≡≈≅∝
スペースと省略 KLMNO

数学記号 ±m×÷∗⋅ o•⊗⊕ 〈〉
矢印記号 →←↔↑↓ b⇒⇐⇔ ⇑⇓ca↵
論理記号 ∴ Q∋∃∀¬∧∨
集合記号 ∈∉∪∩ UI⊂⊃⊆⊇∅
その他 ∂∇∞ℑℜℵ∠⊥ ◊l℘° hD∫∑∏C
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数式エディタ (Macintosh)
"" 赤赤::““MT ExtraMT Extra””になりますになります

関連演算記号 ≤≥pf<>≠≡≈≅∝
スペースと省略 KLMNO

数学記号 ±m×÷∗⋅ o•⊗⊕ 〈〉
矢印記号 →←↔↑↓ b⇒⇐⇔ ⇑⇓ca↵
論理記号 ∴ Q∋∃∀¬∧∨
集合記号 ∈∉∪∩ UI⊂⊃⊆⊇∅
その他 ∂∇∞ℑℜℵ∠⊥ ◊l℘° hD∫∑∏C
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数式エディタ（Win/Mac）

"" 以下の装飾記号は以下の装飾記号は““MT ExtraMT Extra””になりますになります

XXXXX

XXXXX
()

&&&&&&

wvtsr
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ここまでのまとめ

"" 数式エディタの注意点数式エディタの注意点

##TrueTypeTrueTypeフォントや、フォントや、MT Extra MT Extra がが使用さ使用さ
れることを認識しておくれることを認識しておく

"" MathType MathType へのアップグレードを推奨へのアップグレードを推奨
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図・写真の挿入

"" 図や写真は、図や写真は、[[挿入挿入]]メニューからファイルメニューからファイル

を選択して挿入しますを選択して挿入します

"" 図の中で使用できるフォント、サイズも決図の中で使用できるフォント、サイズも決
まっていますまっています
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図・写真の挿入

"" 失敗例失敗例

##図の中に日本語フォントが入っている図の中に日本語フォントが入っている

$$特に、共著者などから提供されたものには特に、共著者などから提供されたものには
注意してください注意してください

$$ ““HelveticaHelvetica””、、““ArialArial””が使われているケースが使われているケース
もありますもあります

##図・写真と本文が重なっている図・写真と本文が重なっている

$$必ずプリントアウトして確認してください必ずプリントアウトして確認してください
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図・写真の挿入

"" 失敗例失敗例

##図とフィギュア・キャプションが分かれて図とフィギュア・キャプションが分かれて
しまうしまう

##図を１ページ目に入れたいのに、２ペー図を１ページ目に入れたいのに、２ペー
ジ目に飛んでしまうジ目に飛んでしまう

"" ““テキストボックステキストボックス””を使用すると、レイアウを使用すると、レイアウ
トの設定が格段に便利になりますトの設定が格段に便利になります
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テキストボックス

"" まず、まず、[[挿入挿入] > [] > [テキストボックステキストボックス] > [] > [横書横書
きき]]を選択して枠を作り、なかに図などを貼を選択して枠を作り、なかに図などを貼
り込みますり込みます

実演
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テキストボックス

図とフィギュアキャ
プションを入れた例
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テキストボックス

テキストボックス
小さな図を配置した例

38

テキストボックス

表入れた例



20

39

図・写真のファイル

"" ソースファイルの容量が大きくなりすぎてフソースファイルの容量が大きくなりすぎてフ
ロッピーに収まらない場合ロッピーに収まらない場合

##図の挿入オプションで図の挿入オプションで[[ファイルファイルににリンクリンク]]
を指定することもできますを指定することもできます

$$この場は、必ず図・写真のファイルもこの場は、必ず図・写真のファイルも
提出してください提出してください

40

ここまでのまとめ

"" 図の中のフォントにも注意図の中のフォントにも注意

"" テキストボックスを活用するテキストボックスを活用する
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ポストスクリプト・ファイルの作成
（Macintosh)
"" プリンタドライバはプリンタドライバは““Laser Writer 8Laser Writer 8””を使用を使用
しますします

"" プリントダイアログで、出力対象をプリントダイアログで、出力対象を
““PostScriptPostScriptファイルファイル””にしますにします
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ポストスクリプト・ファイルの作成
（Windows）
"" [[印刷印刷] ] ダイアログを開いてプリンタを選択ダイアログを開いてプリンタを選択
し、し、[[ファイルへ出力ファイルへ出力]]をチェックしますをチェックします

##純正純正PSPSプリンタを指定してくださいプリンタを指定してください

##プリンタが使用できる環境である必要はプリンタが使用できる環境である必要は
ありませんありません

##プリンタをインストールする際にプリンタをインストールする際に““ファイファイ
ルへ出力ルへ出力””と指定することもできますと指定することもできます

"" ファイルの拡張子はファイルの拡張子は““..psps””に直してくださいに直してください
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プリンタ・ドライバについて

"" プリンタ・ドライバにより、プリンタ・ドライバにより、PSPSファイルの仕ファイルの仕
上りが違ってくる場合があります上りが違ってくる場合があります

##フォントサイズに若干違いがあり、ペーフォントサイズに若干違いがあり、ペー
ジオーバーするケースがありますジオーバーするケースがあります

##““TimesTimes”” ではなくではなく ““Times New RomanTimes New Roman””
を出力するドライバもありますを出力するドライバもあります
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論文の提出方法

"" 基本的に主催者の指示に従いますが、特に指基本的に主催者の指示に従いますが、特に指
示がなくても以下のように心掛けてください示がなくても以下のように心掛けてください

"" ファイル名はペーパーファイル名はペーパーIDIDにするにする

## HEACC2001HEACC2001では、では、““heacc.docheacc.doc”” が幾つも出が幾つも出
てきましたてきました

"" PSPSファイルだけでなく、ソースファイル、図・写ファイルだけでなく、ソースファイル、図・写
真ファイルも提出する真ファイルも提出する

##修正段階で、どうしても必要になる場合があ修正段階で、どうしても必要になる場合があ
りますります
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論文の提出方法

"" ハードコピーを添付するハードコピーを添付する

##最終確認に必要です最終確認に必要です

"" ステータスシート（ファイル）を添付するステータスシート（ファイル）を添付する

## OSOSややWordWordのバージョン、ファイルのリストなど、のバージョン、ファイルのリストなど、

できるだけ詳しく記入してくださいできるだけ詳しく記入してください

"" MacintoshMacintoshで作成した場合でも、で作成した場合でも、DOSDOSフォーマットフォーマット
のディスクで提出するのディスクで提出する

##開催国によっては開催国によってはMacMacの環境が整っていないの環境が整っていない
ことがありますことがあります

必ず提出期限内に提出期限内に提出期限内に提出期限内に提出
してください

最後に、


